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新改訳聖書と新共同訳聖書における二人称の扱い
─日本語としての適切性の検討─
松　本　　　曜
１．問題の所在(1)
この論文は，『新改訳聖書』と『新共同訳聖書』において，二人称代名詞など
の指示物としての聴者を指す表現がどのように使われているかを点検・検討し，
そこから聖書の翻訳における自然な日本語翻訳文のあり方を考察するものであ
る。
世界の多くの言語において，二人称代名詞には他の代名詞と比べてやや特殊
な事情が存在する。Brown & Gilman(1960)が注目したように，ヨーロッパの
多くの言語には二種類の類似した二人称代名詞が存在する。ドイツ語の du/Sie，
フランス語の tu/vous などがそれであり，フランス語の二つの代名詞の頭文字
を取って，しばしば T と V の対立などと呼ばれる。Brown & Gilman(1960)
は，Tと Vの選択が，かつては話者と聴者との社会的力関係（power）により
決まっていたが，今日多くの言語においてその区別は多分に親密度（solidarity）
によるものに変わってきている，と指摘している。たとえば，現在，ドイツ語
の duは親しい者に，Sieは親しくない者に対して使われる。このような，上下
関係や親密度などの，いわゆる社会言語学的な区別が，「おまえ」「わたし」な
どの日本語の二人称の表現の選択により複雑に関わっていることは良く知られ
た事実である。
複数の二人称表現の存在は，翻訳の際に重要な問題を提起する。Lyons 1980
は，トルストイの『アンナ・カレーニナ』の原著において，二つの言語を話す
二人の人物が会話する際，Tと Vの区別のある言語を話しているかどうか，ま
た，Tと Vのどちらを用いているかが，ストーリーの中で重要な役割を果たし
ているとし，その区別を持たない言語に翻訳する際の困難さを指摘している。
逆に，複数の二人称代名詞がない言語からある言語に翻訳を行う場合にも，ど
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の形式を選ぶかが問題になる。聖書の翻訳においては後者のタイプの問題が生
じる。
話者／聴者間の上下関係や，親密度などは，聖書ヘブル語や聖書ギリシャ語
の二人称代名詞では明示的に区別されない。この両言語では，人称は動詞の接
辞あるいは独立した代名詞によって示されうるが，社会言語学的に条件付けら
れた複数の代名詞・接辞が存在するわけではない(2)。（まれに，聖書のヘブライ
語において敬意を表すために「私の主」といった表現が二人称を指すために使
われることがあるのみである。）これらの社会言語学的な情報は，主に言語外の
コンテクストの中に潜んでいる情報であり，テクストの中には，呼びかけの表
現や，話者の聴者に対する態度（話し方や挨拶のしかたなど）の記述などに顔
を出すのみである。つまり，聖書言語の二人称代名詞においては，「潜在的な意
味」(Beekman & Callow 1974, Larsen 1984)であると言える。
しかし，聖書が翻訳される場合，その言語（目標言語）の二人称表現に社会
言語学的な区別が存在する場合，なんらかの選択をして，その情報を伝えなけ
ればならない。つまり，原典では潜在的な情報を「顕在化」させなければなら
ないのである。一般に，そのような言語では中立的な選択は存在せず，どの選
択も何らかのニュアンスを伝えてしまうので，区別をしないなら，原典にはな
い意味を誤って伝えてしまうことになる。このような点において日本語の文と
してふさわしい選択がなされてはじめて，神のことばが日本語に受肉したと言
えることになる。
この種の問題は，翻訳に携わる者には古くから気が付かれている問題であろ
うが，特定の翻訳におけ選択を言語学的に分析点検する作業は余り行われてい
ないようである。卑見にとまったものでは，Ross(1993)が，スペイン語への聖
書翻訳において，Today’s Spanish Version で始めて T と V の使い分けが試み
られているとして，その用法を検証している。
この論文は，その試みを，日本語において，『新改訳聖書』（以下，新改訳）
と『新共同訳聖書』（以下，新共同訳）を比較しながら行うものである。
２．日本語の二人称表現
それではまず，日本語において，二人称はどのように表現されるのかを意味
論的に考察しておこう。日本語の二人称の表現には，多くの選択肢がある。ま
74
新改訳聖書と新共同訳聖書における二人称の扱い
ずは人称代名詞であるが，これには「あなた」「あんた」「おまえ」「君」「きさ
ま」，さらに「あなたさま」「おまえさん」など複数のものが存在する。このほ
か，名前，肩書き名詞，親族名詞などが二人称の表現として使われることもあ
る。「田中さん」「太郎」「課長」「お父さん」などである。二人称代名詞とこれ
らの語を合わせて，「対称詞」と呼ぶことがある（鈴木 1973，1983）が，ここ
では「二人称（の）表現」という用語を使う。
これらの二人称表現の選択には，話者と聴者の上下関係や親密度，話者及び
聴者の性別，話者の聴者に対する態度が関わる（Kurokawa 1971，鈴木1973,
1983，芝 1974，Voegelin, Voegelin, Yamamoto & Yamamoto 1977，Ide 1990，
Russell 1991など）。その規則には世代差などによる揺れがあり，複雑な面があ
るが，諸研究をふまえてだいたい標準的と思われる規則をまとめると次のよう
になる。
2>1> 肩書き名詞，親族名詞，名前
まず，肩書き名詞，親族名詞の使用は，指示物としての聴者が話者よりも目
上であることが必要条件である（鈴木 1973，1983）。「先生」「お兄さん」が二
人称表現として使われるのに，「生徒」「弟」が通例使われないのはそのためで
ある。
名前の使用は聴者が目上の場合も目下の場合にも使われるが，呼び捨ての他
に，「先生」などの肩書き名や「さん」「君」などの接辞が付加される。その選
択は指示物である聴者に対する敬意の必要性により決まる。たとえば，敬意の
程度からして，肩書き，「さん」「君」そして，呼び捨ての順になる。さらに，
この敬意の程度の違いと関連して，話者・聴者の性別・年齢によって選択が変
わる。聴者（指示物）が男性であれば「君」，女性であれば「さん」が使われる
ことが多い。ただし，話者が女性の場合は男性に対して「さん」を用いること
もあり，また，話者，聴者の性別を問わず，大人の話者は「さん」を多く用い
る傾向がある。
これらの名前，肩書き名詞，親族名詞には「たち」などを付加して複数の指
示物を表しうる(3)。このほか，「皆さん」「皆様」を複数の聴者を表すのに使う
ことができるが，この場合は指示物が少なくとも三人以上である必要がある。
これらは「あなたがた」と異なり，挑戦的な響きのない表現である。
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2>2> 代名詞
二人称の人称代名詞としては，単数形で「あなた」「あんた」「おまえ」「君」
「きさま」，さらには接辞を付加した「あなたさま」「おまえさん」などがある。
まず，「おまえ」は主に男性が男性に対して用いる語であり，そんざいで威圧的
な響きを持つ。したがって，そのような語を使っても失礼ではないような相手，
つまり，はっきりと目下であると分かる相手か，かなり親しい者（遠慮をする
必要のない者）に対して使われる。そうでない相手に使われるのは，失礼を顧
みずに怒りなどを表す場合である。「あんた」はそれにほぼ対応する女性の語で
あるが，「おまえ」ほどの威圧感はない。「君」は主に男性が使う語で，同等か
目下の者に対して使われる。子供がよく使う語で，大人の場合は幼ななじみで
あるか目下であることがはっきりしている場合に限られるように思われる。「お
まえ」に見られるほどのぞんざいな響きはない。「きさま」はけんか腰に使われ
る語である。
これに対し，「あなた」は，男性も女性も用いることができ，男性に対して
も，女性に対しても使うことができる。意味的にももっとも中立的な（「無標
の」）語とされる。ただし，中立的であるということは，どんなときにも使える
ということではない。むしろ，他の選択肢が不可能な場合に使われる語と言え，
そのため実際の使用はかなり限られている。たとえば，「おまえ」「あんた」な
どの存在により，目下や親しい者に遠慮なく話す場合にはほとんど使われない。
また，名前を知っている人や，目上の人でその人との人間関係が分かっている
場合には，名前や肩書き名，親族名詞などが優先されるため，「あなた」はあま
り使われない。結局，「あなた」が使われる最も典型的なケースとは，初めて会
った人など，何を使えば良いか分からない場合，ということになる。（妻が夫に
対して親しみと敬意を込めて「あなた」を使うことが出来るのは，他の選択肢
では伝えられないものを伝えようとしている，と言えるかも知れない。）
注意すべきこととして，他の語が使用できるのに「あなた」を使うと，特定
のニュアンスが生じる場合がある。たとえば，目上の者に対して，肩書き名，
親族名称を用うことができる場面で「あなた」を使用すると，相手を目上とし
て扱っていないことになり，挑戦的に聞こえる（あるいは上下関係を越えたよ
うな親しみが表されることもあり得るかもしれない）(4)。
この「あなた」に「さま」を付けた「あなたさま」は，相手に対してかなり
76
新改訳聖書と新共同訳聖書における二人称の扱い
高い敬意を払っている場合に限られる。
さて，二人称の複数形にはさらに多くの選択肢がある。日本語の複数接辞に
は「がた」「たち」「ら」「ども」の四つがあり，「あなた」，「あんた」，「おまえ」，
「君」「きさま」は，これらのうち特定のものと共起する。それを表で示すと盧
のようになる。（＊のマークの付いたものは存在しない形式を示す。）
盧　＊あなたがた あなたたち ＊あなたら ?＊あなたども
＊あんたがた あんたたち ＊あんたら ??あんたども
＊おまえがた おまえたち ＊おまえら ??おまえども
＊君がた 君たち ＊君ら ?＊君ども
＊きさまがた きさまたち ＊きさまら ??きさまども
この組み合わせについては，各接辞の持つ社会言語学的な条件と，それぞれ
の（単数）人称代名詞の持つ条件との両立性が働いているものと思われる。「が
た」「たち」「ら」「ども」の四つは相手に対する敬意の尺度において異なると言
える。つまり，「がた」が一番敬意が高く，「ども」がもっとも低いと言える。
「おまえがた」が存在しないのは，「おまえ」の持つ条件と「がた」の持つ条件
とが一致しないからであろう。ただし，「ども」は，二人称には付きにくい。
「ども」は一人称では「わたしども」のように，相手に敬意を払う為に自分たち
を卑下する際に使われる。
これらの選択肢の使用について重要なことは，実際の選択がそのコンテクス
トで話者が伝えたい意味によって変わることである。たとえば，父親が息子に
語りかける場合，名前を使うこともできれば，「おまえ」を使うこともできる。
「おまえ」が使われるのは，怒りをことばにこめる場合などである。
なお，日本語においては，このような社会言語学的な選択肢が存在するのは
人称表現のみではない。動詞の語形も，話者の聴者に対する関係や態度，話者
の性別などに依存する。この点において，同じ発話の中で人称表現と動詞の語
形と間に矛盾があると奇妙な表現になる。次の文が奇妙に感じられるのはその
ためである。
盪　??おまえは行っていただけますか。
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2>3> 省略
さて，二人称の表現において重要なことは，日本語文の他の要素と同様に，
それを省略する，という選択肢があることである（会話における代名詞の省略
に関しては Hinds 1982，Okamoto 1985，Okazaki 1994，Yanagimachi 1997，
甲斐 2000などを参照）。たとえば，次の発話においてはその主語は省略されて
いる。（この場合，生成文法などでは音声的に表現されていない代名詞，いわゆ
るゼロ代名詞 (pro）が存在していると考える(5)。
蘯　昨日，学校に行ったのか？
実際に調査をしてみると，日本語において二人称が言語的に表現されるケー
スはごく少ないことが知られている。Yanagimachi 1997は，主語位置において
二人称表現がどのように使われているかを特定の課題を与えて引き出した会話
データから調べ，二人称を指示するケースのうち，「あなた」と氏名の使用がそ
れぞれ３%であり，省略（ゼロ代名詞）が94%を占めたと報告している。
Takahashi(1999a)は，『伊豆の踊り子』の原作と英語訳を比較し，日英で構文
が対応する場合，英訳においては主語位置に youが26回現れるのに対し，原作
では二人称表現は２回しか現れないことを報告している。
このような省略が可能になることの必要条件として，しばしば，文脈からの
解釈可能性ということが言われる（Okamoto 1985，Okazaki 1994 など)。実際
のところ，二人称の指示物は会話の物理的場面に実際に存在しているのがほと
んどであり，聴者に向かって，聴者自身の行動について尋ねていることがはっ
きりしていれば，蘯の主語の指示物が何であるかは解釈可能である。そうでな
ければ省略は伝達上困難さを産むことになる。
ただし，指示物の正しい解釈が可能であれば，いつも省略が起こるわけでは
ない。たとえば，聴者自身の行動について尋ねていることがはっきりしている
コンテクストでも，次の文を使うことができる。（これは対比の意味で「おまえ
は」を使っている場合でなくてもそうである。）
盻　昨日，おまえは学校に行ったのか？
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ここで「おまえ」の使用が不自然（剰余的）ではないのは，「おまえ」が伝え
る話者の聴者に対する関係や態度に関する情報が伝達されているからである。
このことは裏を返すと，日本語において二人称代名詞の存在価値は，聴者を指
示することよりむしろ，話者が指示物としての聴者を社会言語学的にどう定義
づけているかを伝えることにある，と言える。
なお，このように主語代名詞などの名詞句を省略することができる言語はし
ばしば pro drop言語と呼ばれる。聖書ヘブライ語と聖書ギリシャ語も，一定の
場合に主語名詞句を省略することができる言語であるが，日本語とは事情が異
なる（現代ヘブライ語に関しては Ritter 1985を参照）。
３．人称代名詞と聖書の日本語訳
さて，このような日本語の人称表現の特徴は聖書の日本語への翻訳において
も意識されてきたことである。以下，二人称の表現をめぐる発言を幾つか拾い
上げてみよう。
藤原（1974）によると，『口語訳聖書』（以下，口語訳）の翻訳委員は，『口
語訳聖書について』という文書の中で次のように述べているという。
口語訳の代名詞は文語訳のように，「我，我等」「汝，汝等」「彼，彼等」で済
むわけにはいかないので，第一人称は「わたし」，「わたしたち」，「われわれ」，
「われら」であらわし，第二人称は「あなた」，「あなたがた」，まれには「お
まえ」「おまえたち」であらわし，…対話の場合には語る人とその相手によ
り，その内容によって使い分けをしたことは言うまでもない(6)。
しかしながら，藤原は，実際には口語訳の代名詞の選択に一貫性がなく問題が
多いことを指摘し，文体上の問題点なども挙げて，口語訳を酷評している。
その後の聖書翻訳に際しては，何人かの学者が人称代名詞の使用に関して提
言をしたり，顧問として方針を述べたりている。新改訳の日本語顧問をつとめ
た国語学者の三尾砂（1966）は，新改訳の方針を述べた文書の中で，次のよう
に述べている。
「てやる」「てくれる」「てもらう」という受給関係の語法は，日本語の特徴で
最も日常的なものである。この語法によって，主格・対格などを表現しなく
てもよいので，主語や目的語を省き，日本語らしくした。その他，「あなた
は」「あなたの」「あなたに」など，日本語としては用いないのが普通の場合
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ははぶいた。
フランシスコ会聖書研究所のＢ．シュナイダー（1970）は，新共同訳の翻訳
へ向けての提言の中で，フランシスコ会聖書研究所の「詩編」の翻訳を振り返
って次のように述べている。
翻訳の作業に当たって，研究所のメンバーは全員，なるべく代名詞を少なく
使用することについて，意見が一致した。そして，そのつど，代名詞を省略
できるかどうかを話し合った。…にも関わらず，研究所が討論，努力，研究
の末発行した「詩編」の対する第一の批判は，人称代名詞が多すぎると言う
ことであった。
そして，詩篇51篇の１節から17節（表題に節番号をつけない場合）で，人称
代名詞が何回表れるかを数えている。それによると，文語訳が53回，口語訳50
回，新改訳51回，フランシスコ会訳41回である。なお，ヘブライ語本では，77
回人称が示されているが，独立した人称代名詞は1回のみであり，あとは接辞に
よるものとしている。そして，接辞で人称が示されている場合は，日本語の代
名詞で置き換えると強調しすぎになると指摘している。
同様に，国語学者の林巨樹（1974）は，新共同訳の翻訳へ向けての提言の中
で次のように述べている。
「いらっしゃいませんか」という言い方には「あなたが」という潜在主語があ
るのである。他と区別する意味で「あなたはいらっしゃいませんか」「あなた
もいらっしゃいませんか」と言う場合もあるけれど，区別しない場合，「あな
た（は）」を用いると，かえっておかしい。…日本語では，場面と人物関係
で，主語は必要なときだけ言えばいいと言うのも真実である。これは翻訳で
も問題になることではあるまいか。
また，国語学者の森岡健二（1974）は，それまでの現代語訳聖書の人称表現
の使い分けの問題を取り上げて，次のような苦言を述べている。（これがどの訳
を指して言っているのかは特定していないが，口語訳のことではないかと思わ
れる。）
また，「あなた」「彼」などの人称代名詞の使用が，日本語の習慣に合わない
場合も少なくない。蛇に対しては神様もさすがに「おまえ」と言うが，罪人
に対しては「あなた」で統一している。怒っているときでも「あなた」であ
る。反対に弟子がキリストに「あなた」と言ったり，神の子を指して「彼」
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と言ったりする。このようなところが，普通の日本語と違った印象を与える
原因になろう。
では，このような発言は新改訳と新共同訳の人称表現にどのように反映してい
るであろうか。
1970年刊の新改訳聖書と1987年刊の新共同訳聖書は，その文体において大き
な違いがある聖書である。新改訳は口語訳（1954年刊）において，会話や手紙
文が話し言葉の文体で書かれていないことに対する批判から，イエスの発話を
含め，多くの文脈で文末動詞形に話し言葉の動詞形を導入した翻訳であり，特
にデスマス体の使い方に多くの工夫が見られる(7)。これに対し，新共同訳は，原
文の意味を自然な日本語文にする努力がなされている一方，イエスに書き言葉
的な語りをさせるなど，口語訳の文体的特徴を一部受け継いでいる面もある(8)。
では，人称表現に関してはどうであろうか。口語訳と新改訳などの訳におけ
る人称代名詞の使用頻度に関しては，すでにシュナイダーの指摘に触れた。そ
の結果によると，この点では口語訳と新改訳に大差はない。新共同訳を含めた
比較としては，知る限り，唯一，高橋（1999b）の調査があるのみである。高
橋はこの二つの聖書の詩篇１－41篇において，神及び人物を表す主語が何度使
われているかを調べ，さらに Today’s English Verson(TEV)の場合と比較して
いる。（数えられているのは１・２人称の場合はすべて代名詞と思われる）。そ
の結果は以下の通りである。
これに示されたように，新共同訳では新改訳よりもかなりの程度主語が省略
されている。特に，１・２人称でそれが顕著である。
新共同訳における人称代名詞の選択に関しては，聖書学者の並木（1991）と
浅見（1995）が若干のコメントをしている（磯田 1978 も参照）。これらは，
言語学的論考ではないが，一応の参考になる。これについては後に触れる。
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表１ 高橋（1999b）による人称代名詞の比較
１人称 ２人称 ３人称 合 計
新 改 訳 152 83 272 507
新共同訳 100 54 215 369
Ｔ Ｅ Ｖ 186 112 320 618
４．新改訳と新共同訳における二人称表現：全体的比較
本論では，新改訳と新共同訳の創世記とマタイによる福音書において，二人
称表現に関してどのような選択がなされているかを調べる。出現頻度と共に，
どの形式が用いられているかに焦点を当てて考察する。
ここで扱う語をより厳密に定義しておく。ここで，二人称表現とするのは，
「文の要素として，指示物としての聴者を指すのに使われているすべての音声化
された言語表現」である。ここに，代名詞以外のものが含まれうることは，先に
指摘したとおりである。入れるべきか微妙なケースとして，二人称代名詞が用
いられていても，実際にはキリスト者一般，あるいは人一般を指すとも解釈され
る用例がある。次のような例であるが，ここではこのような例も含めて考えた。
眈　あなたがたは，神にも仕え，また富にも仕えるということはできません。
（マタ67:24）
扱わないのは，まず，音声化されていないもの（省略された二人称表現）で
ある。また，眇のような呼格名詞句（vocative）も含めない。
眇　主よ，お心一つで，私をきよめることがおできになります。（マタ8:2）
呼格名詞句は，動詞を中心とする文の構成要素ではない点で，主語，目的語
などとは異なる性質を持ち，また，その選択に関しても異なる事情が存在する。
その選択は重要な課題であるが，ここで一緒に議論することはできない。
また，聴者を表す場合でも，話者が指示物を指し示すのに使っていない場合
は含まない。たとえば，次の文の「神の子」のように，叙述補語として聴者を
特徴づけるために使われている例を含めない。
眄　もし，神の子なら，自分を救って見ろ。（マタ27:40）
以上の基準から，二人称表現として，どの語形が何回使われているかを数え
る。結果は次に示すとおりである。ここでは，単数形と複数形とを区別して表
にする(9)。
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この比較から分かるように，創世記，マタイの両方において新共同訳の方が，
新改訳よりも二人称表現の出現回数が少ない。比率からすると，創世記，マタ
イの福音書共に，新改訳対新改訳の比は１対0.69である。これは先の詩篇にお
ける相違の傾向と一致している。特に，その差は複数形で大きく，複数のみだ
と，１対0.64である。扱い違いが出ている箇所としては，次のような例がある。
（改) あなたがたは，あなたがたの包皮の肉を切り捨てなさい。（創17:11）
（共) 包皮の部分を切り取りなさい。（創17:11）
（改) わたしは，わたしの契約を，わたしとあなたとの間に，そしてあなた
の後のあなたの子孫との間に，代々にわたる永遠の契約として立てる。
（創17:7）
（共) 私は，あなたとの間に，また後に続く子孫との間に契約を立て，それ
を永遠の契約とする。（創17:7）
これらの箇所では，日本語の文としては確かに新共同訳の方がすっきりした文
になっている。
どのような場合に省略すべきかに関しては，原典における二人称の使用が考
察されるべきであるが，原典において（原語の話者の感覚で）「くどい」という
印象がないのに，日本語文として「くどい」という印象があるとすれば，くど
さがない程度まで省略する方が原典の意味に忠実であることになる（シュナイ
ダー氏の発言も参照）(10)。
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表２　二人称表現の出現頻度蠢（単数）
あなた おまえ
あなた
自分
親族 肩書き
名前 計
さま 名詞 名詞
創世記　新 改 訳 538 51 17 6 0 2 2 616
新共同訳 286 119 10 4 6 11 2 438
マタイ　新 改 訳 155 7 0 33 0 0 0 195
新共同訳 91 20 0 34 0 0 0 145
表３　二人称表現の出現頻度蠡（複数）
あなたがた あなたたち おまえたち 君たち 親族名詞 皆様 計
創世記　新 改 訳 173 0 0 0 0 0 173
新共同訳 7 47 52 0 1 1 108
マタイ　新 改 訳 248 0 12 1 0 0 261
新共同訳 118 43 10 0 0 0 171
マタイの福音書においても，創世記と同様の傾向が見られるが，具体例を見
てみると，新共同訳による二人称表現の省略は必ずしも良い効果を生んでいる
とは言い切れない。これは特に，次のようなイエスの発話について言える。
（改) そこで，イエスは小さい子どもを呼び寄せ，彼らの真中に立たせて，
言われた。「まことに，あなたがたに告げます。あなたがたも悔い改
めて子どもたちのようにならない限り，決して天の御国には，はいれ
ません。だから，この子どものように，自分を低くする者が，天の御
国で一番偉い人です。また，だれでも，このような子どものひとりを，
わたしの名のゆえに受け入れる者は，わたしを受け入れるのです。
（マタ18:2-5）
（共) そこで，イエスは一人の子供を呼び寄せ，彼らの中に立たせて，言わ
れた。「はっきりと言っておく。心を入れ替えて子供のようにならな
ければ，決して天の国に入ることはできない。自分を低くして，この
子供のようになる人が，天の国で一番偉いのだ。わたしの名のために
このような一人の子供を受け入れる者は，わたしを受け入れるのであ
る。」（マタ18:2-5）
このような箇所から受けるイエスの発話の全体的印象はかなり異なる。新共同
訳では，イエスのこの一連の発話の冒頭にある決まり文句で，二人称複数代名
詞を省いている。この文句が出てくる他の箇所でもそうである。このことは，
文末の書き言葉的動詞形と合わさって，イエスの発話に固く独白的な響きを与
えている。一方，新改訳では，聴者が「あなたがた」によって明示され，また，
相手の存在を示唆するデスマス体が使われることによって，イエスの発話が聞
き手に向けられた臨場感のあるものになっている。
省略に関しては，多くの面からの考察が必要である。省略がされているかど
うかの認定に関しては，日本語の文としての省略がなされているかという観点
と，原典において使われている二人称の表現がどの程度省略されているかとい
う観点の，二つからの分析が必要である。また，いつ省略すべきかに関しては，
聖書言語と日本語における，省略と明示的な名詞句が果たす談話上の役割の違
い（日本語に関しては Okamoto 1985，Okazaki 1994 を参照）からの考察が必
要である。これについては別の機会に譲らなければならない。ここでは，本論
の直接の関心事である意味的区別の方に話を移すことにする。
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５．新改訳における意味的区別
新改訳の特徴は，二人称表現として基本的に「あなた」を用い，特別の場合
に「おまえ」「あなたさま」「君」などを使っている点である。複数形も同様で，
基本的に「あなたがた」が使われ，特別の場合に「おまえたち」が使われてい
る。
5>1> [おまえ」と「おまえたち」
まず，注目すべきは「おまえ」「おまえたち」を，その時々の話者の聴者に対
する態度を示すために使っている点である。それには大きく分けて三つの場合
がある。
一つは，呪いを表す場合であり，創世記では蛇，マタイではコラジンとベツ
サイダ，カペナウム，パリサイ人，いちじくの木，及びたとえ話の中での「悪
い僕」などに用いられている。次のような箇所である。
（改) おまえたち蛇ども，まむしのすえども。おまえたちは，ゲヘナの刑罰
をどうしてのがれることができよう。（マタ23:33）
イエスがパリサイ人たちを「おまえたち」で呼んでいるのはこの箇所だけで，
他の会話の部分ではどのように敵対的な場面でも「あなたがた」が用いられて
いる。この点で，「おまえ（たち）」は，のろいという発話行為と結びついた形
で用いられていると言える。
特に興味深いのは，この「おまえ」の用法を用いて，のろいと祝福の対比が
なされている箇所があることである。以下の箇所（タラントのたとえ）がその
一例である。
（改) そうして，王は，その右にいる者たちに言います。『さあ，わたしの父
に祝福された人たち。世の初めから，あなたがたのために備えられた
御国を継ぎなさい。あなたがたは，わたしが空腹であったとき，わた
しに食べる物を与え，わたしが渇いていたとき，わたしに飲ませ，わ
たしが旅人であったとき，わたしに宿を貸し，わたしが裸のとき，わ
たしに着る物を与え，わたしが病気をしたとき，わたしを見舞い，わ
たしが牢にいたとき，わたしをたずねてくれたからです。』（マタ
25:34－36)
（改) それから，王はまた，その左にいる者たちに言います。『のろわれた者
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ども。わたしから離れて，悪魔とその使いたちのために用意された永
遠の火にはいれ。おまえたちは，わたしが空腹であったとき，食べる
物をくれず，渇いていたときにも飲ませず，わたしが旅人であったと
きにも泊まらせず，裸であったときにも着る物をくれず，病気のとき
や牢にいたときにもたずねてくれなかった。』（マタ25:41－43）
この箇所では，「あなたがた／おまえたち」のみならず，「祝福された人たち／
のろわれた者ども」における複数接辞，さらには文末のデスマス体と普通体の
区別も対応しており，全体的に二つのグループの者に対する態度の違いが表現
されている。
この用法の「おまえ」をどの程度まで広げて使っているかは興味深い問題で
ある。新改訳聖書はかなり限定的に使っている。たとえば，創世記3章では，蛇
へののろいでは「おまえ」が使われているが，アダムとエバに対しては「あな
た」が使われ，区別がなされている。また，先のタラントのたとえの「悪いな
まけ者のしもべ」には「おまえ」が使われているが，ルカ19章のミナのたとえ
の「悪いしもべ」には「あなた」が使われている。
「おまえ」が使われるもう一つのケースは，父が自分の子供に話しかける場合
で，イサクはヤコブとエサウに一貫して「おまえ」を使っている（創世記27－
28章）。なお，ヤコブはヨセフが若いときには「おまえ」を使っているが（創
世記37章），後には「あなた」を使っている（創世記47－49章）。三つ目は，乱
暴な発言や怒りを表す場合で，創世記19章５節，６節，30章２節，37章８節に
見える。
「君たち」の使用は，一カ所だけに見られる。マタイ11:17で，子供同士の会
話の場面である。ここでは，年齢を意識した選択がなされている。
（改) こう言うのです。『笛を吹いてやっても，君たちは踊らなかった。弔い
の歌を歌ってやっても，悲しまなかった。』（マタ11:17）(11)
5>2> [あなたさま」と肩書き名詞，名前
新改訳が用いているもう一つの表現は「あなたさま」である。これは，創世
記44章と47章で，ヨセフの兄弟たちが宰相のヨセフに対して使っている。例を
挙げよう。
（改) やがてその年も終わり，次の年，人々はまたヨセフのところに来て言
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った。「私たちはあなたさまに何も隠しません。私たちの銀も尽き，
家畜の群れもあなたさまのものになったので，私たちのからだと農地
のほかには，あなたさまの前に何も残っていません。（創47:18）
これらの箇所はヨセフの兄弟たちが宰相のヨセフに懇願したり，弁解したりす
る場面であり，そのような態度を反映させたものである。原典では「私の主人」
といった意味の表現が使われているところである。なお，このストーリーでは
ヨセフの兄弟たちは自分たちのことを「私たち」（あるいは「しもべども」）と
呼んでおり，ヨセフは兄弟たちを「あなたがた」と呼んでいる。
なお，ヘブライ語で「私の主人」といった表現で二人称が示されている箇所
のうち，二カ所で新改訳は「ご主人」を使っている。創世記32:5（ヤコブがエ
サウに対して）と創世記44:9（ヨセフの兄弟たちがヨセフの執事に対して）で
ある。
また，名前は二カ所のみで使われているが，これも原典で名前が使われてい
る箇所である。創世記の32:18と45:12である。前者から例を挙げる。
（改) また先頭の者には次のように命じた。「もし私の兄エサウがあなたに会
い，『あなたはだれのものか。どこへ行くのか。あなたの前のこれら
のものはだれのものか。』と言って尋ねたら，『あなたのしもべヤコブ
のものです。私のご主人エサウに贈る贈り物です。彼もまた，私たち
のうしろにおります。』と答えなければならない。」（創32:17－18）(12)
ここで，「エサウ」に何も接辞がつけられていない。これはエサウに向けられた
ことばとしては不自然である。
5>3> [あなた」と上下関係
新改訳聖書では，以上の場面を除いたすべての場面で，「あなた」と「あなた
がた」が使われている。これには明らかに目下の者に対する発話や，目上の者
に対する発話も含まれている。明らかに目下の者に対する発話として，たとえ
ば，ヤコブはしもべたちに対して「あなた（がた）」を用いており（創世記32
章），パロもヨセフに対して，また，宰相としてのヨセフもヨセフの兄弟たちに
対して「あなた」「あなたがた」を使っている。
また，目上である父親に対しても，すべての箇所で「あなた」が使われてい
る。本来なら「お父さん」などが使われるところである。
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（改) ヤコブは父のところに行き，「お父さん。」と言った。イサクは，「お
お，わが子よ。だれだね，おまえは。」と尋ねた。ヤコブは父に，「私
は長男のエサウです。私はあなたが言われたとおりにしました。さあ，
起きてすわり，私の獲物を召し上がってください。ご自身で私を祝福
してくださるために。」と答えた。（創27:18－19）
（改) 彼らはヨセフの長服を取り，雄やぎをほふって，その血に，その長服
を浸した。そして，そのそでつきの長服を父のところに持って行き，
彼らは，「これを私たちが見つけました。どうか，あなたの子の長服
であるかどうか，お調べになってください。」と言った。（創37:31－32）
次の箇所ではこの世の支配者としてのサタンがイエスを試みる際「あなた」を
用いている。
（改) 今度は悪魔は，イエスを非常に高い山に連れて行き，この世のすべて
の国々とその栄華を見せて，言った。「もしひれ伏して私を拝むなら，
これを全部あなたに差し上げましょう。」（マタ4:8－9）
動詞も謙譲語の「差し上げる」が使われており，敬意を払って「あなた」を用
いているように聞こえる。サタンは（少なくともことばの上では）イエスが自
分よりも上の存在であることを前提にして「私を拝むなら」と言っていること
になる。後に指摘するように，新共同訳では異なった前提で書かれている(13)。
5>4> 性別
さて，性別に関してどのような扱いがなされているであろうか。調査した範
囲において「おまえ」の使用は男性話者に限られている。たとえば，イサクは
ヤコブとエサウに「おまえ」で話しかけているが，リベカはヤコブに「あなた」
を用いており，発話者の性別により区別が行われている結果となっている。
（改) 兄さんの怒りがおさまり，あなたが兄さんにしたことを兄さんが忘れ
るようになったとき，私は使いをやり，あなたをそこから呼び戻しま
しょう。一日のうちに，あなたがたふたりを失うことなど，どうして
私にできましょう。」（創27:45）
（改) イサクはヤコブを呼び寄せ，彼を祝福し，そして彼に命じて言った。
「カナンの娘たちの中から妻をめとってはならない。さあ，立って，
パダン･アラムの，おまえの母の父ベトエルの家に行き，そこで母の
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兄ラバンの娘たちの中から妻をめとりなさい。（創28:1－2）
聴者が女性の場合は，普通は「あなた」が使われているが，ヤコブがラケルに
「怒りを燃やして言った」場面のみ（創世記30:2），「おまえ」が使われている。
６．新共同訳における意味的区別
一方，新共同訳では，話者と聴者の上下関係が二人称表現の区別において中
心的な役割を果たしている。この点をまず「お前」を通して見ていこう。
6>1> [お前」と「お前たち」
新共同訳では，呪い・非難の場面のみならず，目下の者に対して幅広く「お
前」「お前たち」が用いられている。創世記では，ラバンがヤコブに話す場面，
ヤコブがそのしもべたちに話す場面，エサウがヤコブに話す場面，パロ（ファ
ラオ）がヨセフに話す場面，宰相としてのヨセフが兄弟たちに話す場面でも
「お前（たち）」が使われている。（ただし，パロがアブラハムを非難する場面
（12章18－19節），また，アビメレクがアブラハム及びイサクを非難する場面は
「あなた」である。）
上下関係以外の要因も関与している場合もある。神が人に話しかける場合は
人によって「お前」と「あなた」の場合がある。堕落後のアダムとエバ，また
カインには「お前」が使われているが，ノア，アブラハム，アビメレク，イサ
クには常に「あなた」が使われている。また，ヤコブが死の前に子供たちに語
る際，ユダに対しては「あなた」を使い，ルベンに対しては「お前」を使って
いる（創世記49章）。このあたりは，どの人物がどのように見られているかを
反映させていると思われる。
上下関係で興味深いのはヨセフ物語である。ヨセフの兄弟たちは，宰相とし
てのヨセフに対して「あなたさま」（および「御君主様」）を使い，自分たちの
ことは「私ども」（および「僕ども」）と呼んでいる。一方，宰相としてのヨセ
フは兄弟たちを「お前たち」と呼び，上下関係をはっきりさせている。ところ
が，ヨセフは自分の身を明かす場面で突然「あなたたち」「お兄さんたち」を使
い始める。この使い分けは日本語の実状にあったものと言えよう。
「お前」の多用傾向はマタイの福音書にも見られる。大祭司とピラトは裁判の
場面でイエスに対して「お前」を用いている。また，サタンも誘惑の場面でイ
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エスに対して「お前」を使っている。イエスが弟子たちに話すときは「あなた
がた」である。
このように，上下関係を重視するため，タラントの例えにおける二種類のし
もべに対しては二人称表現の区別はない。他の点ではわずかながら言葉遣いの
違いがある。
（共) そこで，王は右側にいる人たちに言う。『さあ，わたしの父に祝福され
た人たち，天地創造の時からお前たちのために用意されている国を受
け継ぎなさい。お前たちは，わたしが飢えていたときに食べさせ，の
どが渇いていたときに飲ませ，旅をしていたときに宿を貸し，裸のと
きに着せ，病気のときに見舞い，牢にいたときに訪ねてくれたからだ。』
（マタ25:34－36）
（共) それから，王は左側にいる人たちに言う。『呪われた者ども，わたしか
ら離れ去り，悪魔とその手下のために用意してある永遠の火に入れ。
お前たちは，わたしが飢えていたときに食べさせず，のどが渇いたと
きに飲ませず，旅をしていたときに宿を貸さず，裸のときに着せず，
病気のとき，牢にいたときに，訪ねてくれなかったからだ。』（マタ
25:41－43）
このような「お前」の使い方の適切性に関しては，並木（1991），浅見
（1995）がコメントしている。浅見（1995）は，新共同訳では「あなた」が
「訳者の主観のままに『お前』に変身する」として，幾つかの使用例を問題視し
ている。たとえば，出エジプト記４章14－17節のモーセには，神が怒りを発し
ているのに「あなた」が使われ，創世記４章のカインには感情的に怒っている
かどうか分からないのに「お前」が使われているのはおかしい，としている。
また，並木（1991）は，ヨブ記で神がヨブに「お前」を使っていることについ
て，「ヨブはこのような神に死ぬまで反抗したことであろう。」と述べている。
問題は，新共同訳における「お前」が，上下関係以外の要因，特に感情的色彩
を軽視していることである。これらの発言は，「お前」の持つ，ぞんざいな，あ
るいは威圧的な響きゆえに，その使用がもっと限られるべきであるという認識
があることを示している。
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6>2> [あなたがた」と「あなたたち」
複数形では「お前たち」のほかに，「あなたがた」と「あなたたち」の二つが
使われている。創世記では，「お前たち」以外では基本的に「あなたたち」が使
われている。「あなたがた」が使われている例のほとんどは懇願している場面で
ある。マタイの福音書では事情がやや異なる。ここでは，イエスが弟子たちに
語る場面では「あなたがた」が一貫して使われており，「あなたがた」の使用の
96%を占める。一方，イエスがパリサイ人に対して話す際，及びパリサイ人な
どがイエスの弟子たちに話す際は一貫して「あなたたち」が使われていて，口
調が区別されている。ただし，不思議なのは，エルサレム，いちじくの木，コ
ラジンとベツサイダ，カペナウムへの呪いの場面では「お前」「お前たち」が使
われているのに，パリサイ人に対する呪いの場面では「あなたたち」が使われ
ている点である。
（共) 蛇よ，蝮の子らよ，どうしてあなたたちは地獄の罰をのがれることが
できようか。（マタ23:33）
「蝮の子」につけられた複数接辞も「ら」であり，新改訳と比べて，はるかに口
調が穏やかである。特に，新共同訳でイエスは基本的に（デスマス体ではなく）
普通体を用いているため，ここでの口調は普段とあまり変わりない。
6>3> 親族名詞，肩書き名，名前
新共同訳では，父，兄などの目上の者に親族名詞を使っている場面がある。
これは一つの進歩であるといえる。次のような例がある。
（共) ヤコブは言った。「長男のエサウです。お父さんの言われたとおりにし
てきました。さあ，どうぞ起きて，座ってわたしの獲物を召し上がり，
お父さん自身の祝福をわたしに与えてください。」（創27:19）
（共) エサウは言った。「弟よ，わたしのところには何でも十分ある。お前の
ものはお前が持っていなさい。」ヤコブは言った。「いいえ。もし御好
意をいただけるのであれば，どうぞ贈り物をお受け取りください。兄
上のお顔は，わたしには神の御顔のように見えます。このわたしを温
かく迎えてくださったのですから。（創33:9－10）
後の箇所は，新改訳ではエサウとヤコブは共に「あなた」を使っている。新共
同訳では，この場面における二人の上下関係がかなりはっきり表れている。
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ただし，この選択肢は常に使われているわけではない。父を指す場合は8回
中４回であり，創世記43章，44章では，ユダが父ヤコブに「あなた」を使って
いる。新約聖書では，ルカの放蕩息子のたとえで，兄が父に「お父さん」を使
う発話もあるが，次の箇所では「あなた」を使っている。
（共) ところが，あなたのあの息子が，娼婦どもと一緒にあなたの身上を食
いつぶして帰って来ると，肥えた子牛を屠っておやりになる。』（ルカ
15:30）
「あなた」という挑戦的な言い方と同時に，文末では「おやりになる」という主
語尊敬形が使われている。かなりきつい皮肉を言っているように解釈されるが，
これは意図されたものだろうか。
このほか，肩書き名の「御主君（様）」「御主人様」が，数回用いられている。
前者はヨセフの兄弟たちが宰相としてのヨセフに対して，後者はヨセフの兄弟
たちがヨセフの執事（家の管理者）に対してと，ヤコブが和解の際にエサウに
対してである。例を以下に挙げる。
（共) その年も終わり，次の年になると，人々はまたヨセフのところに来て，
言った。「御主君には，何もかも隠さずに申し上げます。銀はすっか
りなくなり，家畜の群れも御主君のものとなって，御覧のように残っ
ているのは，わたしどもの体と農地だけです。（創47:18）
（共) 僕どもの中のだれからでも杯が見つかれば，その者は死罪に，ほかの
わたしどもも皆，御主人様の奴隷になります。」（創44:9）
これはすべて，ヘブライ語の類似の表現を受けたもので，そうでない箇所，た
とえば，ヤコブの使いが主人であるヤコブに語る場面（創世記32:7）などでは
「あなた」が使われている。
名前は，二カ所でのみ使われている。新改訳と同じく，創世記32:19と45:12
である。前者から例を挙げる。
（共) [兄のエサウがお前に出会って，『お前の主人は誰だ。どこへ行くのか。
ここにいる家畜は誰のものだ』と尋ねたら，こう言いなさい。『これ
は，あなたさまの僕ヤコブのもので，ご主人のエサウ様に差し上げる
贈り物でございます。ヤコブも後から参ります』と。」（創32:18－19）
このように，「様」を付け，動詞なども聴者として想定されているエサウに敬意
を払う形になっている。
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最後に，複数の二人称表現として「皆様方」が使われている箇所がある。
（共) あの方の畑の端にあるマクペラの洞穴を譲っていただきたいのです。
十分な銀をお支払いしますから，皆様方の間に墓地を所有させてくだ
さい。」（創23:9）
6>4> 性別
新共同訳では，話者・聴者間に上下関係が認められる場合は，性別を無視し
ている。たとえば，次の箇所で，リベカは，イサクと同様，ヤコブに「お前」
を使っている。
（共) そのうちに，お兄さんの憤りも治まり，お前のしたことを忘れてくれ
るだろうから，そのときには人をやってお前を呼び戻します。一日の
うちにお前たち二人を失うことなど，どうしてできましょう。」（創
27:45）
また，リベカの兄と母はリベカに対して「お前」を使っている。
（共) リベカを呼んで，「お前はこの人と一緒に行きますか」と尋ねた。「は
い，参ります」と彼女は答えた。（創24:58）
この例では，「お前」を使っておきながら，マス形の動詞を使っているのもち
ぐはぐである。なお，新改訳では「この人と一緒に行くか」となっている。
上下関係が見られない場合は，話者の性別が意識されているようである。マ
タイ26:69－73で，女中はペテロに「あなた」を使い，「そこにいた人々」は
「お前」を使っている。
７．考察
以上の比較から次のことが言える。新改訳聖書は，人称表現の使用頻度が高
く，くどさが感じられる箇所がある。意味的区別に関しては感情・態度を重視
し，のろいと祝福の対比などを二人称代名詞の選択に反映させている。その一
方，日本語にとって重要な上下関係を反映させていない場合がある。それに対
し，新共同訳聖書は人称表現をできるだけ少なくして，自然な日本語にするこ
とに成功しているケースがある。また，親族名詞の使用など，上下関係に注目
して二人称表現を選択するなどの点において新たな工夫が見られる。ただし，
「お前」が上下関係以外の要素を無視して使われるなど，具体的な適用に疑問な
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点もある。
日本語として適切な選択をするためには，上下関係，感情・態度，性別のす
べてを考慮する必要があるのは言うまでもない。そのためにはまだ工夫の余地
が残されている。たとえば，複数形では，「あなたがた」「あなたたち」「おまえ
たち」の三つを用いることによって，上下関係と，のろいと祝福の対比の両方
を示すこともできる。たとえば，たとえば，タラントのたとえの悪い僕には
「おまえたち」，良い僕には「あなたたち」を使うこともできよう。
８．他の文法的要素の問題
本論で見え隠れしてきた問題は，二人称表現以外の要素の選択である。上下
関係や，話者の聴者への態度は，二人称表現に限らず，先に指摘した文尾の動
詞語形の選択，さらには三人称表現などにも関わる。ここでは，このような他
の文法的要素でどのような問題が生じるかについて簡単に触れておく。
誰を誰より上と扱うかに関して，先に，イエスの誘惑の場面で，二つの訳の
理解が異なることに触れた。二人称表現以外の要素が関わるケースでもそのよ
うな例がある。たとえば，創世記47:5－10におけるパロとヨセフの父ヤコブの
関係である。新共同訳では，パロはヤコブを三人称で指示する際に「父上」を
使っている。また，ヤコブを主語にして，主語尊敬形を使った発話をしている。
（共) ファラオはヨセフに向かって言った。「父上と兄弟たちが，お前のとこ
ろにやってきたのだ。（創47:5）(14)
（共) それから，ヨセフは父ヤコブを連れて来て，ファラオの前に立たせた。
ヤコブはファラオに祝福のことばを述べた。ファラオが，「あなたは
何歳におなりですか」とヤコブに語りかけると，…（創47:7）
新改訳では次のようになっている。
（改) その後，パロはヨセフに言った。「あなたの父と兄弟たちとがあなたの
ところに来た。」（創47:5）
（改) それから，ヨセフは父ヤコブを連れて来て，パロの前に立たせた。ヤ
コブはパロにあいさつした。パロはヤコブに尋ねた。「あなたの年は
幾つになりますか。」（創47:7）
この箇所の表現の選択に関わるのは，（キリスト教的世界観においてこの二人
をどう見るか，あるいはヤコブがパロどう見ていたかではなく）パロがヤコブ
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をどう見ていたかである。これが謁見の場面であるにも関わらず，新共同訳で
パロがヤコブを自分より上と見なして話しているのには疑問が残る。
また，話者聴者間の関係や態度は，命令・依頼の動詞形の選択にも表れる。
この点で興味深いのは，ポティファルの妻がヨセフに言い寄る際の言葉遣いが，
二つの訳で大きく異なることである。
（改) これらのことの後，主人の妻はヨセフに目をつけて，「私と寝ておく
れ。」と言った。（創39:7）
（共) これらのことの後で，主人の妻はヨセフに目を注ぎながら言った。「わ
たしの床に入りなさい。」（創39:7）
新改訳では懇願の言葉遣いであるのに対し，新共同訳では命令（しかも，女性
の発話としてはかなり固い，高圧的な命令）である。この二つの訳は，ポティ
ファルの妻がヨセフに対して示している感情に関してかなり異なった印象を与
える。新共同訳のものは，「目を注ぎながら」言うことばとして，また，「言い
寄った」（創世紀39:10）という態度の記述からして，不自然ではないか。
このように，テクストに表れる人物間の関係に関しては，二人称表現以外の
表現も総合的に検討する必要がある。
文末の動詞語形にに関しては，新共同訳の会話文には話し言葉として不自然
な箇所が多いという印象がある。人称表現に関して新たに導入された工夫を，
動詞語形の自然さと結びつけて発展させなければ，日本語として自然な訳には
ならないと思われる。
このように，日本語として自然な訳文を目指す立場からは，新改訳，新共同
訳共に点検・改善の余地がかなり残されているように思われる。今後の翻訳・
改訳作業に期待したいところである。
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松本曜「言語学（意味論）」
注
(１) この論文は，2000年度の東京基督教大学における『言語学蠡』の授業で取り上げ
た内容が出発点となっている。関連論文の収集と改訂の作業にあたって，柳沢美和
子氏より協力をいただいたことを記しておく。
(２) 一人称に関しては，聖書ヘブライ語には二つの独立形式の代名詞がある。これら
は自由変異とされることがあるが，Revell(1995)は，この二つが，話者と聴者との上
下関係と，話者の発話への態度によって使い分けられている傾向があると主張して
いる。
(３) 厳密には，その指す意味は「たち」が付加する名詞の複数ではない。たとえば，
「太郎たち」は，複数の太郎という人を指すとは限らない。〈太郎を含む複数の人〉
の意味である。
(４) このように，意味的に中立的な（無標の）語の選択が，他の語の使用の可能性に
妨げられる，というケースに関しては，松本(1991)，Matsumoto(1995)を参照のこ
と。
(５) このように，見えない主語を想定する考え方は生成文法や談話文法によるもので
ある。こう考える理由としては，たとえばその主語が「自分」の先行詞として機能
するなど，文法的な役割を果たしている点が挙げられる。
(i) 昨日は，自分の学校に行ったのか。
また，蘯でも，「行った」の行為者が存在していることは明らかであるため，意味的
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にも主語が存在していると言える。
一部の国語学者の中などに，蘯のような文においては主語が省略されているので
はなく，もともと主語がないのだと考える者もいる。これは，一般に国語学におい
ては文の表層的な構造のみが考察されるためである。
(６) 口語訳以前の日本語訳では常に「汝，汝等」が用いられていたというわけではな
い。たとえば，ヘボン訳『三要文』(1871?)，ヘボン・ブラウン訳『新約聖書馬太伝』
（1873）には「あなた」の使用が見られる。
(７) 新改訳聖書の国語顧問であった三尾砂は，話し言葉の文体の研究者として当時の
第一人者である（三尾 1942を参照）。三尾（1966）の次の発言は注目に値する。
ところが，戦後の口語訳聖書は，会話や手紙さえも書き言葉になっていて，
話し言葉を俗とする一般の感情に逆らえなかった。人の子キリストも，書き言
葉である「である」体で話さないと，権威が保てないと思われた。しかし，時
代は一歩進んで，話し言葉を俗とする感情から次第に脱皮しつつある。聖書中
の人物が話し言葉で話すのは当然であり，手紙の文も「です」体で書かれるの
は当然であって，「である」体で権威を保とうとすることの方が，かえって不自
然になってきた。聖書の地の文はもちろん書き言葉でよいわけだが，書き言葉
自身が，耳で聞いて分かることば，すなわち話し言葉に近づいたことばが要求
される。それが書き言葉の理想像でもある。新改訳聖書の文体の基本的な態度
は右のようなものである。
新改訳においてデスマス体の使用が工夫されている一例として，イエスのたとえ
話での動詞語形がある。たとえば，マタイ18:23－35の「仲間を赦さない家来のたと
え」で，イエスは，導入部の23節と，たとえ話に基づいて弟子たちへのコメントを
語った35節ではデスマス体で話しているが，たとえ話の本文では普通体を使ってい
る。これは，イエスが弟子たちに話しているという状況を離れて，たとえ話のスト
ーリーの中に関心を向けさせるのに役立っている。このような使い方は，普通体と
デスマス体のスイッチングに関するMakino 2000の観察と通じるところがある。
(８) 新共同訳聖書の序文には次のようにある。
しかし，作業を進めていく段階で，さらに，聖書にふさわしい権威，品位を保
持した文体であること，既に一般によく知られ，用いならされた用語などは，
むしろそれを踏襲した方がいいのではないか等の反省も加味されるようになり
ました。
(９) ここでは，新共同訳で巻尾に付記されているマタイ17:21，18:11，23:14を調査の
範囲に含めている。
(10) このような意味での忠実さに関しては，Beekman & Callow 1974, Larsen 1984 を
参照のこと。
(11) この前の16節において，「市場にすわっている子どもたち」に対して「彼ら」とい
う代名詞が使われているのは不自然である。
(12) この最後の文の「彼」は，ヤコブを指すとは解釈しがたい。
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(13) Reiling and Swellengrebel(1971)は，ルカの対応箇所に関して，翻訳の際，敬語の
使い方が難しい箇所であり，言語によって扱いが異なる可能性を指摘している。
(14) この「父上」を聴者ヨセフの父と解釈させるのには，やや無理がある。
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[Abstract in English]
Second person reference in two Japanese
translation of the Bible : A linguistic study
Y. Matsumoto
The second person in Japanese is expressed by a variety of forms in Japanese, and
appropriate choices are an important factor that determines the naturalness and
fidelity of translation. In this paper, I examine the forms of the second person used in
the Book of Genesis and the Gospel of Matthew in two Japanese translations of the
Bible – Shin-kaiyaku Seisho (The New Revised Translation) and Shin-kyodoyaku
Seisho (The New Interconfessional Translation). The examination reveals that the two
translations differ in the frequency in which the second person is left unexpressed, as
well as the criteria used to differentiate different forms. The appropriateness of specific
choices is discussed.
〔日本語要約〕
新改訳聖書と新共同訳聖書における二人称の扱い
─日本語としての適切性の検討─
松　本　　　曜
日本語には二人称の表現にいくつもの選択肢があり，翻訳においてその選択
は文章の自然さを決める重要な要素である。この論文では，新改訳聖書と新共
同訳聖書において二人称の表現がどうに扱われているかを，創世記とマタイに
よる福音書の調査から明らかにする。その中で，この二つの聖書において，二
人称を省略する頻度が著しく異なること，また，「あなた」「おまえ」などの諸
形式の使い分けに関して異なった基準が用いられていることなどを指摘する。
さらに，個々のケースに関してその選択のの適切性を検証する。
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